
                       

   

  

                    

 屋根瓦葺替工事のご報告 （H26.12旧相馬邸ホームページから引用） 

2014年から始まった建物修復事業の最大の難関であります屋根瓦葺き替え工事が第 1期工事を 2014年 12月

に終え、いよいよ今春から残りの第 2 期工事に着手いたします。「本物を残す」目的を掲げて頑固なまでに

当時の手法と瓦復元にこだわり、現在の瓦も可能な限り使用します。 

そのため、現代の工事より 2 倍、3倍の手数と費用を要します。 

2014年 10月には NHKおはよう北海道、12月 20日には NHKおはよう日本の放送で紹介されました。テレビを

見た全国各地からも瓦のご支援が届きました。お蔭様で工事の見通しも立ちました。皆様には本当に感謝い

たします。ありがとうございます。       旧相馬邸 館長 東出伸司、旧相馬邸保存会々長 落合治彦 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   

（参考）旧相馬邸に隣接する「輪島邸＆茶房“無垢里”」 H24.8.24佐々木撮影、家人・輪島氏に面会 

                     

1908（M41）-11（M44）年建築 

函館市・伝統的建造物 

旧相馬邸 

屋根改修工事 H26-27 

既設：能登瓦→石州瓦 

NHK総合テレビニュース-放映 

H26.10 「おはよう北海道」 

H26.12.20「おはよう日本」 

 

←取材を受ける関係者 

寄付、日付・氏名を石州瓦に記帳→ 

 

輪島氏「蔵は明治時

代、母屋（金属）は

昭和初期の建築／能

登瓦が多い函館、輪

島邸は松前町との縁

（影響）か？」 色合、唐草文様⇔来待瓦 

掲載写真は、H24.8.24 当時の 

能登瓦葺 



平成２７年の「石州瓦への葺き替え」工事進捗（資料提供：瀬川瓦工業） 

   

    

 

  

  H27.8.3 

http://www.soumatei.com/info/me/2015071301.jpg

